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人工林皆伐跡地の時間経過による植生と締分構造の変化

佐々木重行・茅島信行 I）・桑野泰光 2)

Changes of wood species composition and stand structure 

after dearcutting of Sugi and Hinoki plantation 

Shigeyuki SASAKI, Nobu戸ikiKAY ASHIMA, Yasumitsu KUWANO 

：人工林皆伐勝地の持跨経過による植生と林分構造の変化．福間県
スギ・とノキ人工林の皆｛；足跡地で，侵入した樹木の 2 持J~Iの純生と林分椅

ら落葉高木性の樹種が優l討する林分へ，
のまま大きくなり｛妥ムーする林分か，

していた。摘生の回復ノミターンに違いが見られたが，し吋えれもu誌の
以上のことから，これらの調査地では天然更新による広

また，同一林分で

佐々木霊行・
森林研報 15: 10～17, 2014 
造の変化につし
道でスギ・ヒノ
種が大きくなり

し，
葉樹林｛との可能性は高いと

キーワード： 工林，皆伐，符造林放棄地，更新，

I .はじめに

木材の価格低迷や林業従事者の減少，高齢化によ

り，手入れされないスギやヒノキの人工林が増加し

ている。福間県では， 2013～2017年度の森林林業基
本計闘において，適正な管理が見込めないスギ・ヒ

ノキ人工林は，自然林への移行を誘導するとしてい

る。スギ・ヒノキ人工林からの広葉樹林への転換に

ついては，九州、！の好造林故棄地のi問題から， 2004～

2008年に九州大学を中心として，宮崎大学，鹿児島

大学および沖縄県を除く九州会県からなるグループ。

により，再造林放棄地の描生回復と水土保全機能に

関する研究が行われた（吉間， 2011）。その成果と

して，長島ら（2011）は皆伐f去のtiEf~l三回復パターン

を示したが，吏新の初期段階で成林の可能性を的確

に評摘するためには，皆伐跡地での継続的な広葉樹

の成長経過や樹種の動態、に関するデータが必要であ

るが，このような更新の経過を時系列で調査し

伊jは少ない（杉田ら， 2006；大本ら， 2010；野口・

国， 2012）。そこで，過去に皆伐綾3年と S年が

した時点で、調査が行われた 2林分（猪上ら，

2007）で，その後6年あるいは8年が経過した時点

この結果と猪上ら（2007）の調

査結果を上ヒ？較し，林分構造と生活型の変fヒについて

検討し

立．調査地の譲要と方法

調査地は，猪上ら（2007）が 2005年に行つ

郡築上町（！日築城町） （以 F，築城）と糟屋郡篠栗

rnr c以下，篠栗）の持造林放棄地である。築城では
スギ・ヒノキ林を皆伐後5年羽，篠栗ではヒノキ林

を皆段後3年自にそれぞれ瀦査が行われている（諸

上ら， 2007）。今回は， :/f室架は皆伐後 9年 l==lになる

201 i年 12月に，築城｛ま皆伐後 13年目になる 2013

年4月に行った。築城では 1地点で，篠楽では3地

点で調査を行った。それぞれの調査地点を格上ら

(2007）が調査した地点と正擁に一致させることは

難しいが，地形閣に示された位置図と位置i育報（緯

度，経度）により，調査地点を設定した。築械の調

査では，斜面下部で猪上ら（2007）の f築城 ~i J付

近に設定した。篠架の調査では， f篠栗 1Jは尾根

に近い斜面上部で猪上ら（2007）の r7 J付近，
2Jは斜面下部で猪上ら（2007）の「4J付近に，

「篠栗山は通常の伐採跡地とは異なり，搬出機械
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によりかく古しされた環境であると考えられる作業路

で，務上ら（2007）の fI I j付近に設定した。調査

は，面積48～I04m2で行い，樹高 I.2m以上の木本

について，館高と胸高i亙筏をift!J定した。株になって

いるものについては，胸高度径は全幹，樹高は幹の

中で最も高いもの 1本について測定した。篠架につ

いては， 2005年の測定時にほとんどが樹高 1m米満

で、あったため，根元i宣f去を測定している（務上ら，

2007）。このため，断面積の比較にあたっては皆伐

後3年では根元誼f奈川折煽積（以下，根元断面積）

を，皆｛文後9年ではn句高断面積 いたc

菰．結果および考察

1 ）築域

皆伐後 I3年の出現種，生活型，平均樹高，胸高直

径，個体密度，幹密度（ 1つの渋から萌芽した幹の

haあたりの本数）およびIJ旬高断樹隣合計の林分状況

1に示す。生活主Q7Jljの/Ji現樹評；および個体密

度は，常総高木ではシロダモが I,243本Iha,

木で、はエノキ，グマノミズキ，クリ，コナラの41会I

撞が 1,086本／ha，；若干ま低木ではとサカキが I,087

/ha，落葉低木では｛岡体密度が最も多く，コガクウツ

ギ，コパノガマズミ，サンショウなど6おt:flfI7J'3,884 

本／ha，先駆種ではクサギ，ハゼ？ノキの2樹種で 776

本／ha，合計 I4樹種， 8,076本／haで、あった。平均樹

は常縁高木が 4.6m，落葉高木が 2.5～9.5m，；主1去
低木が 2.5m，落葉低木が l.8～3.5m，先駆障がし、ず

れも 7.3mであった。 IJ句i高断面積合計は 22.68m2で，

そのうち落葉市J木が I3.9lm2で最も多く 61.4%を占

めていたc

諸上ら（2007）による築城の皆伐後5年の諦査で

は，常緑高木はシロダそが 304本／ha, ~客葉高木はク

マノミズキ，クリの2樹種で 608本／ha，落葉低水は

表－ 1 築域での皆伐後 13年の持分状況

ウリ 立5 1日3 155 155 2.39 

エノキ 2.5 1.6 155 155 1.94 

コ土2 9.1 14.0 155 155 0.14 

2霊釜i塁率ヒ芝カキ 2.5 1.6 1 087 2.019 059 

落葉｛草木ヤブムラサキ 3.5 1.5 1,243 2,641 0.58 

ノリウツギ 3.5 2.1 777 2,330 0.57 

コバノガマズミ 3.1 3.3 466 466 0.17 

サンショウ 2.7 1.6 311 311 0.06 

ムラサキシキブ 3.4 1.3 155 155 。白2
ヨ玄22ツギ 1.8 ロム5 932 932 0.02 

ウサギ

l I 

サンショウが 912本／ha，先駆探はクサキ＼タラ／キ

の2樹種で 5,47I本／ha，奇計6.j封援7、295本／haがIU

現し，平均樹高は2～4mの範i現にあっ

調査と比較すると，1許諾数で皆伐後 13
年より 8#it語増えた。個体密度の増加

で約 940本／ha,0喜葉高木で

樹木が増加するとともに？主’緑｛丘子｛ミぴ〉主111種が奈；fたにJl ： 
現し，｛ほ木性の樹木も増加した。先駆種は斗‘700本Iha

減少したが，全体では約 800本／ha域力IIし

t~伐後 5 {f；と 13｛ドの制体密度とIJ(Iur~1i u~r ml 
の生活型別の割合を悶 1 ' 2；ニポすぐ｛問

)J旬高断面積合計は皆｛刻表5年ではそれぞれ 7、295

/ha, 4.26 m2/haであったものが，皆伐後 13:fjミは 8、076

本／ha, 22.68 m2/haと， f[;i;J体密度で I.I f九 ll対応断面

積合計で 5.3｛告に増加していた。似体平会iE変｛土，皆伏

後5年では先駆撞が 75.0°/c）を占めてj最も多く，

で落葉低木が 12.5% ，落葉市＼；！＼；が 8.3~九

4.2%であったが， 13年には先駆種は 9.6%と

なくなり，落葉低木が 48.1%と最も多く

j禄高木は 15.4%，落葉高木は 13.4%と

し，皆｛文後5年には出現していなかっ

13.5%となった。 II旬高断面.f;'i会

年では先駆議が最も多く 81.5%をrl：！めていたが，
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議｛文後5去手 皆伐後13年

題－ 2 築城での皆怯畿5年と 13年の

生活型車lの胸高断面積合計の割合
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｛支後 13年には 13.7弘に低下した。皆伐後 13年には，

常識高木，落葉高木がそれぞれ 16.1%, 61.3%で＼

両者合わせて 77.4%に増加していた。皆伐後5年と

13年の生活型}jljの平均樹高を図－ 3に，平均胸高誼

箆を関－ 4に示す。平均樹高は皆伐後5年と 13年で

は常緑高木は 4.0mが4.6mに，落葉高＊は 2.7mが

9.2 mに，落葉抵:;tミは 2.0mが2.9miこ，先駆種は 3.1

mが7.3mとなり 1.1～3.4倍に成長していた。特に

落葉高木と先駆種での樹高成長が大きかった。皆伐

後5年と 13年の平均胸高霞箆は，常識高木では

4.7cmが3.7cmに，落葉高木では 1.8cmが7.8cmに，

落葉｛託木では 1.0cmが2.0cmに，先駆議では2.6cm 

が5.2cmになっていた。常緑ー高木の平均胸高直径が

皆伐後5年より 13年が小さいのは， 5年では主幹シ

ロダモ 1本を担lj定したが， 13年は主幹も含め！？幹

を測定したためと考えられた。常縁｛底;:f；の皆伐後 13

年の平均樹高，！胸高直径はそれぞれ2.5mと1.6cm 

で、あった。皆伐後 13年には，先駆種も樹高成長した

が，クマノミズキやクリなど落葉高木の樹高成長が

著しかったcまた，個体密度も皆伐後日年にはS年

の I.I告に増え，その中でも常総高木と落葉高木が

29%を占めていた。さらに，胸高i新面積合計でも，

常緑高木，落葉高木が 77%を占めていた。本調査地

では，皆伐後6年から 13年の8年の間に，林冠層は

先駆種が優占する林分から，照葉樹林の構成種であ

りながら先駆種に近いといわれるクマノミズキ（大

本ら， 2010）などの落葉高木が優占して先駆種がま

ばらに存在する林分へと植生の遷移が進行してし、

なお本調査地では，シカは生息、しているが密度

は抵く，成長の阻害要因とはなっていない。また，

隣接する常総樹林からの距離は IOOmと遠く，重力

散布型の常総広葉樹の種子供給の可能性は低い。本

調査地は，皆伐後5年では先駆種が｛憂占し， 13年で

はクマノミズキなどの落葉広葉樹が優先するが先駆

種とともに林冠を構成するという点で，長島ら

(2011）が示した放棄後 15年にわたる条件別植生田

ターンの②に近い林分と考えられる。さらに，

シロダモ l種であるが，常総高木となる広葉樹が上

層林冠下に存在することから，先駆韓→落葉高木…→

と五る経過をたどり遷移が進行すると考

えら

2）議累

1での皆伐後9年の生活型}jljの出現樹種，

' SjZ均胸高直径，｛間体密度，幹密度および胸

21こ示す。篠架 1で、

Bull. Fukuoka Pre王子or.Res. Ctr. ( 15) 2014 
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の平時胸高直径

署警は最大俗：および支え小1広告？示す

は，常株高木はタブノキ，シロダモ，スダジイなど

10 樹種，落葉高木；はエゴノキ，カキノキなど4樹種，

常緑低木はヒサカキ，シキミなどSJ封種，手喜葉｛低木
はヤブムラサキ l樹擁，先駆擦はアカメガシワ，ヌ

ルデ，ハゼノキなど6棋穂，合計26~卦種が出担した。

平均樹高は；私設高木が 1.6～3.8m，薄紫高木が 1.3～
3.7 111，常緑低木が 1.5～2.1111，落葉低木が 1.6111, 

先駆障が 1.6～3.1111で、あった。平均抱高直箆は，；市

縁高木が 0.7～2.7cm，落葉高木が 1.2～2.5cm，；守誌

低木が 0.7～1.0cm，落葉低木が 0.4cm，先駆穂が 0.7

～2.6cmであった。個体密度は，全体で20ラ822本／ha

で，そのうち常縁高木が 12,377本／haと全体の約60%

と最も多く，次いで常総低水，そして先駆種，落葉

高木，落葉低木のJil買に多かった。胸高断面積合言rは
7.81 nl/haで，そのうち常紋高木が 6.291112/haと全体

の80%以上を占めていたが，これは常総高木では幹

密度 22,546幹／haと最も多く，平均締高誼径も大き

いためである。務上ら（2007）による皆伐後 3年の

調査では，先駆撞としてカラスザンショウ，アカメ

ガシワなど9樹撮がff;ffi体密度40,092本／haと優占し，

次いで，タブノキ，クスノキ，シロダよそなど8樹種

の常縁高木が 13,825本／ha，クマノミズキ，エゴノキ
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表－ 2 篠栗1の皆伐後9年の林分状況

生活翠 経；干塁 平均綴蕊 E霊祭 寝室体密度 幹密度 合計

m cm 本／ha 幹／ha m2/ha 

常幸革路木スダジイ 3.7 2.7 1.247 3.550 2.43 

ヲブノキ 2.3 1.7 4,317 7,963 2.18 

ウラジロガシ 3.8 2.3 192 863 0.37 

ヤブニッケイ 1.8 0.9 1.919 3,646 0.27 

ユズリハ 2.3 2.2 192 672 0.27 

クロキ 2.5 2.2 384 576 0.26 
ウスノキ 2.0 1.5 959 1,055 0.21 

モチノキ 2.2 1.3 768 959 0.16 

シロダモ 1.6 。7 1.823 2.494 0.10 

ヤブツバキ 1.9 0.8 576 768 0.04 

2喜3護衛木エゴノキ 3.7 2.5 288 384 0.23 

カキノキ 2.6 1 5 192 384 0.07 

ヤマザクラ 2.1 1 4 96 96 0.02 

ゴンズイ 1.3 1.2 96 96 0.01 

字詰縁低木ヒサカキ 2.1 0.9 2,782 7,100 0.60 

シキミ 1.7 0.9 480 672 0.06 

ネズミモチ 1.9 0.8 192 288 0.02 

サカキ 1.8 1.0 192 192 0.02 

の2樹掻の落葉高木が 3,225本／ha，ヒサカキ 1樹種

の常識低木が 3,226本／ha，サンショウなど21喜一f種の

落葉低木が 922本／ha，スギが 461本／ha，合計で 23

網捧， 61,751本／haであった。これらは，平均樹高

0.5～1.0 mの範簡に存主していた。皆伐後9年の今
田の諦査では，皆伐後3年より全体で3樹種増え，

個体密度は約 40,000本／ha減少していた。篠栗1の

生活型Jjljの皆伐後3年ーと 9年の個体密度の割合を図

-5に，皆｛文後3年の根元断面積合計と皆伐後9

のJI旬高断面積合計の割合を図－ 6（こ示す。鯨体密度

は，皆｛支後3年では先駆器が 65%を占めていたが，

皆伐後9年は 16%に減少した。 ，常総高木｛ま，

皆伐後3年は27%で、あったが，皆伐後9年は60%と

2倍以上の割合となった。また，落葉高木は皆伐後

3年と 9年では5%と3%であっ

根元断語積合計は，先駆種が 65%,

落葉高木が 5%であったQ 皆｛支後9

合計は常縁高木が 76%，先駆種が6/V> 

9 %で、あった。皆｛支後3年と 9

樹高を国－ 7に示すc 皆伐後3年ではし

型でも樹高は 0.5ないし 0.6mでほぼ同じであっ

が，皆｛文後9年の平均fiJt高は，先駆種が l.8mで、あっ

たのに対し，落葉高木，常縁高木はいずれも 2.2m 

と若干高くなり林冠を構成していると考えら

根元断面積合計と胸高断面韻合計の違いはあるが，

生活型Jjljの各断面積合計，個体密度，樹高の変化か

ら，篠栗1は常縁高木が棲i与する林分へと移行して

いると考えられる。また，皆｛支後9年の常縁高木の

幹密度は， {I｛本窃度の2倍腹度あることから，常総

13 

100 

~ 80 

n

H

V

A

H

V

ハH
V

句
読

Q
M
m
髄
M
S
恩

。
皆伐後3年 皆伐後9年

額一5 砦伐後3年と 9年の錨体密度の割合

（篠譲 1) 

100 

0.04 

（
ポ
）
加
出
品

G
お
佃
縫
阻
詣

0 
をき｛主後3年 皆｛主後9ま手
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皆伐後 3年は綴j[:ll;li［溺綴， 9ff.I主総長話断言百綴の割合さと示すa

5 

ヰ

Eコ皆伐後3年

喜善 ι 0皆伐後9年

重量 ＠ 
（径）

2 竜語

。
字詰綴言寄フ仁 三喜3霊/.!j；仁 字詰春季｛草木 2喜3室1正木 先塁H塁

臨－ 7 皆伐後3年と 9年の樹高

（篠粟 1) 

毒警は最大値および最ノj、｛肢を示すっ

高木は萌芽によって更新していると考えられる。さ

らに，隣接広葉樹林からの距離が 200m以上離れて

いることから，近隣からの常紘高木の捷子の供給の

可能性は少ない。また，シカは生恵、しているが抵密

度でfl旦害要因とはならないと考えられる。これらの

ことから篠栗1では，皆伐時には，林内に常緑高木：

を主体とした前生樹が存在していたと考えられ，長



100 

ヴスノキ 3.8 3.9 355 355 0.55 80 
モチノキ 2.5 1 7 828 828 0.20 

<!a ヤブツJfキ 1.8 0.6 237 591 0.02 
ヤブニッケイ 2.4 1.1 118 118 0.01 長a60 
シロ'Lモ 1 6 0.5 355 355 0.01 8 

京喜怒言寄木 エゴノキ 3.7 3.3 591 591 0 95 ;jf;a 
イヌビワ 2.8 2.1 237 473 0.16 <!a 40 
カナウギノキ 2.7 2.3 118 118 0.05 
ヴマノミズキ 3.3 1.6 237 237 0.05 言等
ヤマザウラ 3.8 1 7 118 118 0.03 極 20
カキノキ 2.4 1.2 118 118 0.01 事丞
コヲシ 1.6 0.5 118 118 。。。
リEウブ 1.5 0.4 118 237 0.00 。
ウ＇lハう主力エ7' 1.5 む3 118 118 0.00 

営意義｛低木ヒサカキ 1.8 0.9 1.301 2.129 0.59 答伐後3年 皆伐後9年
PンA占、ミ 2.0 1.6 118 118 0.09 

2霊3霊鐙＊ ヤブムラサキ 2.3 1.0 355 1.301 0.12 
きも震喜怒 アカメガシワ 5.9 4.5 4.967 5.204 10.28 図－ 9 皆伐後3年と 9年の断面積合計の割合

カラスザンシ丑ウ 7.1 7.4 1.419 1.419 7.12 
ハゼノキ 4.5 3.3 946 1.183 1.22 （篠薬2)
ヌルデ 3.2 2.1 1.064 1.064 0.53 
迂ヌ:'tンシ苦虫 3.2 1.0 118 118 0.01 皆伐後 3年l土燦元｜祈立証総， 9｛千三lt胸部針i語僚のお！台、安示す。
スギ 。《 一，，
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ら（2011）の描生回復パターン窃に相当し，今後

も常識高木が穏I与する広葉樹林｛ヒが進展すると考え

られる。

2での皆伐後9年の生活型J.lljの出現替J'f；忠平

均樹高，平均胸高直径，個体密度，幹密度および絢

高UYr面積合計の林分状況を表－ 3に示す。篠栗2は，

皆伐後9年では常株高木はタブノキ，モチノキ，ク

スノキなど6樹撞，落葉高木はエゴノキ，クマノミ

ズキ，イヌピワなど9樹種，常紘低木はシキミ，ヒ

サカキの2樹種，落葉低水はヤブムラサキの 1樹種，

先駆種はアカメガシワ，カラスザンショウ，ヌルデ

などsj計種，合計 23樹撞の広葉樹が存在した。また，
作業路にかかった部分には，皆伐｛去に伐採されたス

ギやヒノキの種子と思われる実生から発生した針葉

樹のスギとヒノキが存在した。平均樹高は常緑高木

が 1.6～3.8m，落葉高木が 1.5～3.8m，常総低木が
1.8～2.0m，落葉｛民ヌドが 2.3m，先駆鵠が 3.2～7.1m, 

スギ・ヒノキが 1.8～2.0mであった。平均胸高i亙径

は常縁高木が 0.5～3.9cm, ￥－客葉高木が 0.3～3.3cm, 
常緑低木が 0.9～1.6cm，落葉低木が l.O cm，先駆撞

が 1.0～7.4cm，スギ・ヒノキが 0.6～1.4cmであっ

た。個体密度は全体で 18,212本／haで，先駆撞が 8,514

本／haと約 45%以上と最も多く，次いで常緑高木，

針葉控f，務菓：高木，常縁低木，落葉低木のlilll!に多か

った。胸高断面積合計は 25.661112/haで，その中で先

駆種が 19.16m2/haと最も多く，全体の 75%を占め

ていた。

猪上ら（2007）によると皆伐後3年では，先駆謹

がアカメガシワを主体にカラスザンショウ，クマイ

チゴの3樹種が 13,208本／haと優占し，次いで、常縁

表－ 3 篠粟2の皆伐後9年の林分状況

Bull. Fukuoka Pref. For. Res. Ctr. ( 15) 2014 

高木；がタブノキを ヂウラジロガシ，シロダモな

ど6樹種 7,074本／ha，落葉低木がコニゴノキ，エノキ

など4樹種 3,302本／ha，常総｛正木は2樹穂でヒサカ

キとアオキが 1,887本／ha，針葉樹のヒノキが 472本

/ha，合計 16樹種， 25,943本／haが高さ O.l～2.1mに

存在していた。広葉樹の個体密度はおう472本／haと

皆伐後3年の篠栗1より少なかったc 皆伐後9年で

は3年に比べ，全体の樹種数で9.mt種増加したが，
個体密度は約 7,700本／ha減少した。特に減少したの

は先駆種で，約 5,000本／ha減少し

2の皆伐後3年と 9年の生活型日IJの｛間体密度

の割合を医J-8に，皆伐後3年の根元断面積合計と

皆伐後 9年の絢高控訴函結ー合計の割合を図－ 9＇ニポ
す。個体密度は，皆伐後3年から 9年にかけて先駆

種が 50%から 46%に低下したが，占有率は最も高か

て〉 次いで，皆伐後3年で、占有率が 27%

た常緑高木は，皆｛足後 9年には20%に｛丘1ごした。

葉高木は皆｛文後3年では 12%であったが，皆伐後9

年には 10%に減少した。常縁！丘三十三は，ザ伐後3年か
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関－ 8 皆伐後3年と 9年の髄体密農の割合

（篠粟2)
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ら9年にかけて 7%から 8%に若干増加した。一方，

針葉樹の｛同体密度の割合は皆伐後 3年の 2%から

13%へと噌加し

皆伐後3年の根元断面積合計の割合は，先駆種が

約 56%と最も多く，次いで常株高木の 25%,

木の！？%でこれら以外は2%であった。皆｛文後9年

の絢高断面積合計は先駆謹が 75%を点め，次いで、常

縁高木の 16%，落葉高木5°；も，常縁低木3%，残り

1%は針葉屈と落葉低木であった。皆伐後3年と 9

年とも先駆鍾，常縁高木，落葉高木の）｜説に占有率が

高かった。

2における生活型別の皆伐後3年と 9年の平

均樹高な図一10fこ示す。皆｛文後3年の平均樹高は；常

詰高木と溶葉高木；が平均 1.2～1.3m，先駆種が I.斗m
で，先駆種が若干高かった。皆伐後9年の平均樹高

は，先駆掻では最も鱈体密度が高かったアカメガシ

ワで 5.9m，次に高かったカラスザンショウ

で，全体の平均は 5.6mであった。

樹高はクスノキが 3.8mと最も高く，平均では2.8rn 

で，先駆罷の平均樹高の 1/2 であった。~

木では 5.7m，落葉高木では 6.1mと

度となっており，樹高の函からも

を構成していた。篠栗2では，皆｛支後3

7'三の僧体密度が 7,074本／ha・

の 1/2以下と少なかったこと

先駆種が林冠を構成する

皆伐後9

合計の割合，樹高が｛也と比べて

2は長島ら（2011)

当する林分と

篠栗：1での皆伐後 Q

10 

ロ皆伐後3年

8卜 j G皆伐後9年

6 I ② 

） （ ε 

~障E会 4 

2 

電動

。
望書李季語草木 去喜議瀦＊ i議季李総求 幾重塁i草木 先悪霊E重 量十繁樹

留－10 皆伐後3年と 9年の謝高

（篠粟2)

畿は長大ll立および最＇J、健全示す

15 

均樹高，平均駒高i在任，個体密度，幹密度およびll句

高断面韻合計の林分状況を表－ 4に示す。篠栗3で

常詰高木はタブノキが 1餅種，落葉高木はクマ

ノミズキ，カナクギノキ，エゴノキの3樹種，常総

低木はヒサカキが 1樹穂，先駆種はアカメガシワ，

ハゼノキなど4樹種，針葉樹はスギ，ヒノキの2樹

出現した。平均樹高は常誌高木が

木が 2.0～4.9m，常繰低木が 1.4m, 

2,500本／ha,

λU予
ifi 

2,500本／ha，先持gfil!がア

ど会樹種で35,000本／ha，針

8 

キガンピが出現

ど3樹誌が出現し

念プ

9 

3年ではお%を占

ていたが，皆｛支後9年には 70%とi告加した。特に，

-4 篠索3の皆伐後9年の林分状況

カナウギノキ 2"0 L2 205 205 0"02 

ハゼノキ 4"3 2"5 205 615 0.36 

ヌルデ 2.5 1 4 821 821 0.16 

キガンピ 1.4 0.5 205 205 日。。
議十3室経j スギ 3.5 3。1 9.641 9φ641 10.13 
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スギが全体の 57%を占めていた。常縁高木は皆伐後

3年， 9年とも 4%程度であった。皆伐後3年の根

元断面積合計は先駆播が 81%を点めていたが，皆伐

後9年の胸高連IT面積合計では 10%で、あった。

針葉樹は皆伐後 3年の摂元断面積合計では 14%で

ったが，皆伐後 9年の胸高断面積合計では 83%で

あった。その中でもスギは全体の｛間体密度で 57%,

胸高断面積合計で 78%を占めて優占していた。次

に，皆伐後3年と 9年の平均樹高を図－13に吊す。

皆伐後3年の平均樹高は，常縁高木と先駆撞がそれ

ぞれ0.7m, 0.8 mと高く，スギ・ヒノキの針葉樹は

0.3 mであった。皆伐後9年の樹高は，常禄高木，落

葉高木，先駆撞がそれぞれ 3.0m, 2.0～4.9 m, 1.4 

～4.3 m，針葉樹のスギとヒノキの平均樹高 3.5mと

2.3 mで，常総低木を除く生活型自ljの平均樹高に大き

な違いは見られない。しかし，スギより高い樹木は

ハゼノキ，クマノミズキが数本ある程度で，スギの

平均樹高 3.5mは，それ以外の平均樹高 1.4～3.0m 

より高い。樹高の弱からもスギが主な樹冠を形成し

ていた。皆伐後3年で先駆種の個体密度 35,000本／ha

は，篠栗1の 40,092本／haより少ないが，篠栗2の

13,208本／haよりはるかに多かった（猪上ら， 2007）。

このことから，当初先駆種は定着していたと考えら

れる。皆伐後3年ではスギ・ヒノキの鈴葉樹は先駆

種とほぼi可じ個体密度であったが，皆伐後9年には

常；誌のスギに被圧され先駆掻が減少し，スギが援占

する林分になったと考えられる。篠栗山立，長島ら

(2011）の植生田箆パターンのいずれにも該当しな

い。一般に，作業道や法面ではスギやヒノキの

が成長しているのがしばしば見られることとあわせ

て考えると，林道や作業道では，スギやヒノキの天

然更新による針葉樹林への植生田復の可能性も示唆

された。

篠栗 1～3は間一林先ではあるが，皆伐後9年の
調査では，思根に近い斜面上部の篠栗 1では常縁高

木が，斜面下部の篠栗2では先駆種が，作業路の篠

3ではスギカ可愛占していた。このように，向一林

分であっても場所によって植生田霞パターンが異な

る原因について，篠架1では，皆伐後3年の時点で

常繰高木の鱈体数が多く，皆伐後9年で常縁高木の

幹密度が個体密度の 1.8倍あることから，皆伐前か

らすで、に常総高木の前生樹が多かったと推定され，

このことにより常縁高木が優占したと考えられた。

皆｛支後3年の常緑高木の嗣｛本密度が篠

かったことから（猪上ら， 2007），常

かったことや先駆撞の樹高が
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関－12 皆伐後3年と 9年の額面穣合計の割合

（篠菓3)

皆f主後3司王は綾子t断面綴， 9 骨三｛土l~＇lrf~I筋商綴の割合を示す。
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手話線認木落3霊E基本 字詰緑｛草木 先震星稜 針葉樹

題…13 皆伐後3年と 9年の樹高

（篠粟3)

重量l士長大｛直および最ノi、伎を示す

常縁高木や落葉高木より若干高かったことなどから

先駆撞が優占したと考えられた。このように，皆伐

前の前生樹の多寡や樹撞構成，地形による生活明 J

との成長の違いなどが，開一林分内でも植生田復ノt

ターンに影響を及ぼすと考えられた。
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IV. まとめ

福岡県内で，過去に皆伐後3年と 5年に調査され

た2林分で，その後6年あるいは8年が経過した時

点で、の調査を行った。その結果，作業路ではスギや

ヒノキが館市したが，それ以外の調査地では先駆種，

常緑あるいは落葉の高木性の樹韓が優占した。植生

田復の進行に違いは見られたが，し、ずれも上｝替の林

冠は高木性の広葉掘によって形成されていた。今回

の誠査地では，作業路など特殊な条件を除いて，広

葉樹林｛ヒの可能性は高いと考えられる。しかし，

然更新による広葉樹林化の阻害要国としてシカの生

息密度が高いこと（長島ら， 2011）や皆伐前にウラ

ジロが繁茂していること（島田， 2005）などがあり，

どこでも天然更新による広葉樹林化が可能というわ

けではないと考えられる。また，杉田ら（2006）が

ブナ林の天然更新の調査において，伐採後 11年にブ

ナの稚樹が 1万本／haという更新完了基準を満たし

ていても，｛車樹種の旺盛な成長がブナ手fft樹を被！注し，

伐採後 33年には林冠層に壊したブナ更新樹がごく

わずかしか見られなかった調査地点があったと

している。このことから，皆伐後初期には広葉艇に

よる天然更新が見られても，確実に更新が進行し隠

ニタリングを行う必要がある。ま，」，

段暗や成林途中段暗での阻害要閣についてもさらに

幅広く研究を行い，天然更新による

地・不適地や，植生回復パターン

し，着実に広葉樹林化を進める

17 

がある。
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